
                          

          

 

 
 

 
 

         自分の将来は…？     校長  中野博史  

昨年の６月に、国立青少年教育振興機構が「高校生の進路と職業意識に関する調査報告書 

－日本・米国・中国・韓国の比較－」を発表しました。予測不能な社会、ＡＩ時代を生きる

現在の子どもたちが、自分自身をどのように捉えているのか、また今の社会をどのように感

じているのか、日本・アメリカ・中国・韓国の 4 か国で実施したアンケートを基にデータで

示されています。大変興味深いデータばかりでした。その中で、特に気になったデータを少

し紹介します。ぜひ、親子で一緒に見て、考察してください。 

＜自分の将来に関する意識調査＞ 

① 自分の将来についてはっきりとした目標を持っている    ② 自分の将来は明るい 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自分の将来について不安を感じている       報告書は「他国に比べ、日本の高校生たちは、 

将来に不安を抱えながら、目標を模索してい

る生徒が多い」と考察していました。 

 さて、雄志中学校の皆さんは自分の将来を

どれくらい意識していますか。超高齢社会、

ICT の急速な発展、物価の高騰、気候変動、災

害など、将来を不安視させるようなニュース

が多い世の中であることは確かです。しかし、 

２学期の体育祭や音楽祭などに取り組む姿から、皆さんが２１世紀社会を生き抜く力を、少

しずつですが、着実に身に付けてきていることが伝わってきました。将来の夢やチャンスは、

遅かれ早かれ、必ず遭遇するものです。ぜひ、決して、後ろ向きになることなく、前向きに、

ポジティブな気持ちで生活していくことを期待しています。 

*** 12月の主な予定 ****************************************** 

５日（木）生徒会役員選挙立会演説会（オープンスクール） 

７日（土）アンサンブルコンテスト（吹奏楽部参加） ＊会場：上越文化会館 

１１日（水）～１３日（金） 期末面談 ＊面談日時は、後日配布される２次案内でご確認ください。 

２３日（月）２学期終業式（給食あり。給食後、下校） 
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教育のデジタル化について 

 

教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）という言葉を聞いたことがありますか。 DX は、ビジネ

スの現場でよく使われている言葉でしたが、最近では教育の現場でも使われるようになりました。DX

を簡単なことばに置き換えれば、「デジタル化」「デジタル変換」ということです。つまり、教育ＤＸは、

教育において最新のデジタル技術を利活用して、教育の手法や手段、教職員の学校業務などを変

革させることをいいます。（以下の文部科学省が作成したイメージを参照ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 世紀に入ってから社会は急劇に進化し、日常生活にインターネットは不可欠な存在となりまし

た。身の回りは、インターネットに接続する機器であふれかえっており、現在の児童生徒たちは常にス

マホ、ゲーム、パソコンなどインターネットにつながる端末に触れながら生活している状況です。学校

で育成する資質・能力もデジタルネイティブ世代とも言われている現在の子どもたちがこれからの社

会を生き抜いていくために必要な資質・能力も、インターネットなしでは育成できない時代となりまし

た。そのため、学習方法も大きな変革が求められているのです。 

ご存じのとおり、新型コロナウイルス感染症の蔓延により急速に進

められた GIGA スクール構想（大容量高速回線の整備、一人一台の

端末配備、教育クラウドの活用）により、学校の学びは大きく変わりま

した。授業はもちろんのこと、毎日、学習用 iPad を家庭に持ち帰って

家庭学習でも活用するようになり、この数年で、学習用 iPad は筆記

用具と同様に学習用具の一つとなりました。すでに英語はデジタル教

科書が導入されていますが、今後は他の教科でもデジタル教科書が導入されたり、デジタル（アプリ）

のドリルやワークブックを活用した学習やコンピュータやタブレット端末で解答するテストなどが取り

入れられたりします。教職員もこれらの対応に追われているのが現状であり、よりよい教育を実践で

きるよう日々研修しています。来年度の4月に全国で実施される学力・学習状況調査では、中学校の

理科のテストはタブレットによる解答となることが決まっています。また、雄志中学校でも、各教科の副

教材にデジタル教材を導入しようか、検討しているところです。 

昨年度、上越市は「保護者連絡システム」を導入し、学校からの便りや連絡はデジタルでの配信と

なりました。また、新潟県も昨年度から公立高校入試の出願にインターネットを利用したＷＥＢ出願を

導入しています。 21 世紀のど真ん中を生きていく子どもたちのために、大人もＤＸに慣れなければ

いけませんね。 

参考・出典：文部科学省ＨＰ 「教育データの利活用に係る論点整理（中間まとめ）概要」 令和 3年 3月 

（https://www.mext.go.jp/content/20210331-mxt_syoto01-000013887_5.pdf） 


